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■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

身体表現の指導に関する、幼児の表現の姿やその発達及びそれを促す要因、幼児の感性や創造性を豊かにする様々な表現遊びや環境の構成な
どの専門的事項についての知識・技能、表現力を身に付ける。 なお、オンデマンド授業となった場合の質問等の受付については、授業内に
指示する。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 演習

授業の方法(Class
method) 演習形式で行う。授業の内容に応じてグループワークを行う。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 領域「表現」と身体表現 幼稚園教育要領やこども園教育・保育要領における身体表現の考え
方を理解する。 □

第2回 幼児の身体表現活動における発達の特
徴 身体表現活動の場面で見られる幼児の発達の特徴を理解する □

第3回 身体表現の実践　集団遊びをとおした
身体表現

集団遊びをとおした身体表現活動の展開と５領域におけるねらいと
のつながりを理解する □

第4回 身体表現の実践　題材に沿った身体表
現

題材に沿った身体表現活動の展開と他領域とのつながりについて理
解する □

第5回 身体表現の実践　用具を用いた身体表現
（フラフープ・ボール）

フラフープやボールなど用具を用いた表現指導と留意点について学
習し指導実践する。 □

第6回 身体表現の実践　用具を用いた身体表現
（新聞紙・ビニール袋）

新聞紙やビニール袋など身近な素材を用いた表現指導と留意点につ
いて学習し指導実践する。 □

第7回 身体表現の実践　手遊び・幼児の体操・
ダンス

乳児期から幼児期までの発達を理解した手遊びのアレンジや体操や
ダンスの動きの特徴について理解する □

第8回 本講義のまとめ 本講義内容全体のまとめを行い、学習した内容の理解を確認する。 □

第9回 　 　 □

第10回 　 　 □

第11回 　 　 □

第12回 　 　 □

第13回 　 　 □

第14回 　 　 □

第15回 　 　 □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

各回の講義内容についてあらかじめ配布されるレジュメに沿って事前学習を行うこと（２時間程度）。事後学習としては、事前学習と講義内
容を振り返り、レジュメを完成させること（２時間程度）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

提出されたレジュメに対し、コメントを入れることによりフィードバックを行う。また、内容を全体で共有する場合もある。



■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

知識・技能 ◆ 2019子ども発達DP1 身体表現における基礎的な知識・技能を学ぶことを通し、幼児の感性を豊かにする
身体表現を理解できる。

思考力・判断力・表現力 ◇ 2019子ども発達DP2 幼児の身体表現の姿やその発達を観察でき、理解し、実践できる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

30% 70%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

課題については、授業内に提示する（70％）

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 「幼稚園教育要領」（平成29年3月告示、文部科学省）

2 「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」（平成29年３月告示、内閣府）

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 授業中に適宜資料を配布する

2

3

4

5


